
 

 
  

         
        

 
      

   
   

    
   

      
  

 

  
         

 
  

     
    

          
        

      
    

       
         

     
     

 
   

  
      

  
 

        
      

     
    

 
       

   

   
   

 
  

 
 

    
          

                                      



 

 
  

      
       

 

         
 

  

      
        

 

                    

      
 

 
 

 
   

  

           
      

 

     

   

   
 

  
        

 
 

                 
                    

 



 

 
 

  
 

 

 

     
   

 
 

        
           

     

 
  

 
       

 
 

 
    

 
 

 

       
 

 
     

 
  

 
          

            

 
 

         

        
 

 
 

 
    

 

  
 

       
     

 
 

         

         
 

 
 

 

    

 
 

 
             

 
 

 
           

 
 

 
           

              
 
 



   

      

       

      

      

        

      

   

     

    

   

   

  
      

         

     

      

     

      

          

  

  

             



 

 
 

      
  

       
 

  

      
   

 

 
 

 
    

 

     

       
     

  

 
 

 
 

 

      

     

  
 

        
      

 
      

 

 
 

      
    

 
    

 

 
  

        
      

 
    

   

 
 

      
       

   
 

     

       
     

  

 
 
 

    

   
 

 

       
     

 

 
 

  
       
      
      

            
      

    

 
 

       
 
 

         
         

     
      

   

  
  

 
    

   
 

    
    

       
   

 

 
 

 
 

      

                            
     
      

 
 

 



 

 
  

 
          

 
           

       
   

    
 

          
 

        
 

  
            

         
        
        

        
 

 

   
 

 
  

  

                                  
                                      
                                     
                                     

 
   

                                                                 
 

   
                                                                  

 
   

                                                                  
 

   
                                                                   

 
   

                                                                  
 
 

                                                                
 

  
                                           

 
  

                         
                           

 
  

                                                               
 

  
                                                                

 
 



 

 

 

   
  

  
 

 
 

  

     

     
     

 
 

 
   

    
   

      

        
 

       
 

        
 

       
 

 
    

       
    

                   

    
    

       
 

 
 
 

  

            

    
        

               
      

  
 
         

 
 

 
         

    

 
 

      
            



 

  
     

 
 

         
         

        
    

 
 

 

      
    
         

 

  
      

 
 

 
 

      
     

     
        
        
     

 

  

       

 
 

      
      

      
 

      
    
      

  
     

  
 

      
         

  
 

   

 
 
 

       

         
 

       
 

 
     
          

  
                

      

 
   

 
         

       

 
         

 

 
 

         

 
 

 

      
    
     

 

 
 
 

      
     

           
 

    
     

      
    
    
     

 

 
 

         

 
        



 

 
      

 
 

 
       

 

      

 
 

 
       

 

 
 

          
         

     
  

        
   

 
 

      
  

      
              

   
  

         

  
  
 

 
 
 

       
           

 
 

   

 
 
 

         

       
       

 
   

 
                 

       
 

 
  

              
      

      
          

  
              

  
           

  
    

 
 

 
         

   
 

 
             

 

  
             

  
               



 

 
  

 
 

   
  

                 

 
 

             

  
  

 
 

 

          
  

                  
  

     
 

 
       

  
             

 
     

 
 

  
 

         
      

       
               

  
           

            

              

     
 

  
  

 
  

           

  

     
         

 
                   

   
                             

 
            

 
          

  
              

 
       

 
 
 

         



 

 

        
        

  

       
 

 
         

          

  
  

 

 
         

   
         

       

 

   

 
 

 

       
    

        
     

 
 
 

       

 
  

          
        

           

 
         

  

 
 
 

       
    

      

 
 
 

        

 
         

           

 
   

    
          

    
       

    
  

   
                

 
 

    
 

             
           

 
        

 
 



 

  
 

      
 

 

 
 

          

 

          
  

          
  

          
     

 

        
    

             
   

              
  

 
 

    

  

  
                          

    
 

    

  

  
   

   
 

 
   

 
 

 
 

  
 

   
 

 
     

  
  

   
   

  
   
   

    
   

   



 

                        
           

 
   

        
            

   

   
       
       

  
 

   
   

 
 

           
             

            
 

 

 
 

 

 
    

     
   

   
 

 

 
   

      
 

 

 
           

         

     
        

 
 

 
 

    

          

 
 

   
 

          

 
    

 
     

 
  

 
  

 
   

    

 
 

   

 
 

 
     



 

 

                
         

  
          

       

            
    

              

 
 

 
                          

    
    
    
                

     
 

 

 
   

   
    

     
    

 
 

 

        

 
         

        

 
        

    
 

   
   

  
        

    

 

  
 

         
    

         
        

 



 

  
 

     
   

 

 

   
 

 
 

          
 

 
 

 
 

    
              
    
             

      
             

  
  

 
  

 
    

    
  

    

  
 

     
     

    

  
 

   
 

    

  

 
  

 
  



  
               

            
          

            

  

  

                    
                    
                    
                   

              
          

                    

   

                  
                  
                  

              
                  

                    
                  

                       



     
    

    
    

    
    

    
         

    
    

    
      

      
    

        

                    

                               

      
      

  

             
   

            
            



 

  
         

      
 

  

 

  

 
 

 
 

 
 

 
  

        

 

        
       
        
       
        
       
       
        
        

 

     
        
       
       
       
       
       
        

        
       

    

       
       
       
       
           

 
  

       

       

        
      

 



 

              

 
       

 
       

 
       

        
 

        

 
       

  
   

 
      

  
  

 
      

 
  

     
     



 

〔本部の事業（概要）〕 

 

 

芸術文化の普及・啓発 
 

１ 主催事業 

（１）芸術文化活動の表彰事業 
県の芸術文化の高揚を図るため、将来の活躍が期待される音楽家を対象とする「坂井

時忠音楽賞」、功績のあった女性洋画家を対象とする「亀高文子記念―赤艸社賞」、地

域の伝統文化の継承等に貢献した個人・団体を対象とする「ふるさと文化賞」などの表

彰事業を実施した。 

（２）コンクール、展示事業 
県民の創作活動を後押し、世代や分野を超えた人々の交流の場づくりを進めるため、

広く県民を対象とした「兵庫ふれあい美術展」等の公募展を開催した。新進美術家等に

発表機会を提供するとともに、県民が気軽に良質の美術作品を鑑賞できる場として、県

民アートギャラリー等において「作品展」を開催した。 

（３）主催公演事業 
子どもから大人まで優れた舞台芸術を身近で鑑賞でき、県内芸術団体等への活動機会

を提供するため、小学校・高校や公立文化施設において「県民芸術劇場」を実施した

（73 公演）。また、新進音楽家等に発表機会を提供するとともに、県民が気軽に良質の

舞台芸術を鑑賞できる場として、県民会館のほか県内文化施設等においてロビーコンサ

ート、リサイタル等を開催した。 

（４）講座・体験等事業 
県民の高い学習意欲に応えるため、県立美術館、博物館、芸術文化団体等と連携・協

力し、「兵庫県生活文化大学」を開催し、歴史、美術、音楽等の多彩な分野の講座を提

供した（通年講座：８講座、短期講座：５講座）。伝統文化の普及・継承を図るため、

子どもから大人まで幅広い層の県民が伝統文化を体験できる「伝統文化ふれあい広場」

「伝統文化体験教室」を実施した。 

 

２ 芸術文化団体等との連携事業 
地域文化の向上・振興を図るため、７つの地域文化団体で構成される兵庫県地域文化団

体協議会と連携し、各地域の特色を活かした事業の推進を支援した。各種イベント等を通

じて県下に芸術文化のすそ野を拡げるため、様々なジャンルの県域芸術文化団体や地域文

化団体、市町等と連携・協力し、「ふれあい文化の祭典－県民文化普及事業」を展開した

（23事業）。 

県民の舞台芸術鑑賞機会を拡大するため、大型共同企画を支援する「市町ホール活用支

援事業」、児童・生徒・学生が無料で鑑賞できるよう公演経費を支援する「舞台芸術鑑賞

機会創出事業」を実施した。 

 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業  
「ひょうごアーティストサロン」を県民会館に置き、芸術文化関係者の交流・連携、相談

や情報発信等の機能を担わせた。新進・若手アーティストを対象とした美術作品展、ロビ

ーコンサート、リサイタルの開催、アーティストサロン賞の贈呈などを行った。 

 

４ 情報の提供  
県民の芸術文化への関心を高め参加を促すため、協会や関係文化施設、芸術文化団体等

の情報を掲載した情報紙「すずかけ」の毎月発行、ホームページやＳＮＳを活用して県内

アーティスト・団体の活動等の動画配信やイベント情報の発信などを行った。 

 



 

〔本部の事業（評価）〕 

１ 主催事業 
（１）「坂井時忠音楽賞」、「亀高文子記念―赤艸社賞」は、音楽や美術関係者からの評価は高

く、アーティストが目指す賞として定着しており、受賞者にとって今後の大きな励みとなっ

ている。「ふるさと文化賞」では、地域の文化を守り育ててきた方々を顕彰し広く情報発信

するとともに、活動に取り組む意欲を高めている。 

（２）「第 29 回兵庫ふれあい美術展」を公募により開催し、美術創作に親しむ県民に作品展示の

機会を提供するとともに、分野や世代を超えた人々の美術を通じた交流の場とした（絵画、

工芸、書など７分野。出品数 333 点、出品者年齢 15 歳～94 歳）。 

県民会館において、年間を通じて「新進美術家作品展」等を開催し、作家にとって貴重な

発表の場となるとともに、県民が気軽に美術鑑賞できる場としても定着している。 

（３）「県民芸術劇場」は、新型コロナによる制約の緩和、令和４年度に減額となった県予算の回

復により、公演数は増加した（令和４年度:57→令和５年度:73）。県の事業改善レビュー意

見を踏まえ実施した Web アンケートでは鑑賞した児童・生徒の約 95％から「良かった」との

回答があった。 

県民会館ほか県内文化施設等で、若手音楽家等によるコンサート、リサイタルを開催（計

27 公演）し、減少した活動機会の拡大とともに、県民が気軽に舞台芸術に触れる機会をつく

ることができた。 

（４）「兵庫県生活文化大学」については、計画した通年８講座を開催することができ、新型コロ

ナウイルス感染症の影響で減少した受講者数も回復してきている（通年受講申込者令和４年

度:341 人→令和５年度:381 人）。講師には、第一線で活躍する研究者・実務者を依頼してお

り、「最新の研究成果が学べる。分かりやすく楽しい。」など好評を得ている。 

「伝統文化ふれあい広場」は、体験ブースの増設（令和４年度:８→令和５年度:20）、SNS

広告などを行った結果、参加者は増加し（令和４年度:498 人→令和５年度:1,192 人）、親子

連れや外国人を含む多くの来場者に伝統文化の魅力を伝えることができた。「日本の伝統文

化に触れ興味が沸いた。初めて三味線が弾けてうれしかった。」などの感想が寄せられた。 

 

２ 芸術文化団体等との連携事業 
   「ふれあい文化の祭典－県民文化普及事業」は、県域又は地域の芸術文化団体、市町等の連

携により県内各地で開催し、文化愛好者の成果発表や交流の場づくりに寄与した。参加者数も

ほぼコロナ禍前の水準に戻ってきており（平成 30 年度:41,900 人→令和４年度：22,208 人→

令和５年度:31,511 人）、今後も継続して開催支援に努める。 

「舞台芸術鑑賞機会創出事業」では、鑑賞者の約２割にあたる人数の青少年を無料招待し、

若者の鑑賞機会の拡大とともに県内アーティストの活動機会の創出に貢献した。公演主催者か

らは「青少年の反応が新鮮で励みになった。若い世代に伝統芸能の魅力を伝えることができ意

義深かった。」などの感想が寄せられた。 

 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業 
芸術文化コーディネーターを中心にネットワークをつくり、多様な分野の芸術文化関係者が

交流・連携ができる場として機能している。発表の場としての展覧会・リサイタル等の企画・

実施、ひょうごアーティストサロン賞の贈呈等は、新進・若手アーティストの育成や活動意欲

の向上につながっている。県民会館ではロビーコンサート（無料）を毎月開催し、小さな子ど

もを連れた方などからも気兼ねなく鑑賞できると喜ばれている。 

 

４ 情報の提供 
情報紙「すずかけ」は、カラー化して配架するに当たり手に取ってもらいやすくしたことに

加え、紙面を印象的で読みやすくリニューアルした。引き続き、チラシ等の印刷媒体、ホーム

ページやＳＮＳなど多様な方法を用いて、より多くの県民に芸術文化に関する情報が届くよう

情報発信力の向上に努めていく。 



 

〔本部の事業（詳細）〕 

１ 主催事業 

（１）芸術文化活動の表彰事業 
① 第４２回ふるさと文化賞 

地域社会において、永年にわたりひたむきな努力を続け、伝統文化の継承に貢献する

など、その活動と功績が著しい２個人２団体に贈呈した。 

【贈呈式】  令和６年１月２４日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  伊藤 太一      （彫画・明石市） 

見並 なおこ     （赤穂段通・上郡町） 

      久谷ざんざか踊り保存会（伝統民俗芸能・新温泉町） 

      淡路素義審査会    （淡路人形浄瑠璃・南あわじ市） 

 

② 亀高文子記念－赤艸社
せきそうしゃ

賞 

 絵画の創作活動を通じて県民文化の高揚に功績があった女流洋画家に贈呈した。 

【贈呈式】  令和６年２月１５日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  杉山 知子（神戸市） 

 

③ 坂井時忠音楽賞 

県内において音楽活動に優れた業績をあげ、将来の活躍が期待される音楽家を奨励す

るため贈呈した。 

   【贈呈式】  令和６年２月１５日 

【会  場】  兵庫県民会館 

【受賞者】  中谷 彩花（ピアノ・神戸市）  

       

④ ひょうごアーティストサロン賞（アーティストサロン事業） 

ひょうごアーティストサロンの事業に積極的に参加し、将来一層の活躍が期待される

新進・若手アーティストに贈呈した。 

【贈呈式】 令和６年３月７日 

【会 場】 兵庫県民会館 

【受賞者】  〈アーティスト部門〉細谷 公三香（チェロ・宝塚市） 

関 保道（写真・神戸市） 

        〈協力者部門〉   該当なし 
 

（２）コンクール、展示事業 

① 第３５回全国手工芸コンクール in ひょうご 

ふだんの生活から創りだされた、ぬくもりのある手工芸作品を全国から公募し、優秀

な作品に文部科学大臣賞、知事賞等を贈呈した。女性に限るとしていた出品資格を廃止

して実施した。 

【会 期】 令和５年１１月２４日～２６日 

【会 場】 兵庫県民アートギャラリー 

【出品数】 ２２３点 

【入場者】 ８２２人 

 

② 第２９回兵庫ふれあい美術展 

    県内の美術愛好家から日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・鈴懸の径絵画（洋画ま

たは日本画の小品。テーマあり）作品を公募し、全ての応募作品を展示するとともに、

優秀な作品に知事賞等を贈呈した。 

【会 期】 令和５年１２月２２日～２４日  



 

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【出品数】 ３３３点 

【入場者】 １，１１３人 

 

③ 第６０回２０２３県展 

県内に生活し、日頃から美術作品の制作活動に励んでいる方を対象に、絵画、彫刻・

立体、工芸、書、写真、デザインを公募し、入選作品の展示を行い、優秀な作品には県

展大賞等を贈呈した。 

【会 期】 令和５年８月５日～１９日 

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【応募数】 ５９８点（入選作品２００点） 

【入場者】 ２，７５１人 

【共 催】 兵庫県・兵庫県立美術館・神戸新聞社 

 

④ 新進美術家作品展（アーティストサロン事業） 

県内各美術団体の協力を得て、新進作家を中心とした作品展を開催した。 
 

・ひょうごアーティストサロン内 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫二紀会選抜展 ５．４．１～５．３０    ２ ３２３ 

兵庫県写真作家協会新進作家選抜展 ５．６．１～７．３１   １４ ３８６ 

兵庫県美術家同盟新進作家選抜展 ５．８．１～９．３０    ９ ４４５ 

兵庫の工芸 壁面を飾る ５．１０．２～１１．３０    ４ ３５６ 

兵庫県書作家協会選抜展 ５．１２．１～６．１．３０    ６ ４６４ 

兵庫県日本画家連盟選抜展 ６．２．１～３．３０    ８ ４７０ 

  合 計  ２４３日 ４３ ２，４４４ 
 

・兵庫県民アートギャラリー特別展示室 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫県工芸美術作家協会選抜展 ５．１０．１８～２２ ８ ３１７ 

ＷＳＭ展 ダブルサムホールの日本画展 ６．２．７～１１ ４６ ５９０ 

  合 計  １０日 ５４ ９０７ 
 

・兵庫県民アートギャラリー大展示室 

事 業 名 開催年月日 出展人数（人） 入場者（人） 

兵庫県美術作家交流展 ５．１２．６～１０ ２０ ５８１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）主催公演事業 
① 県民芸術劇場 

小学生・高校生、一般県民が優れた舞台芸術を身近に鑑賞し、県内芸術団体等が活動

する機会として県民芸術劇場を開催した。 

また、新規登録団体の公募、登録団体へのＰＲ動画作成助成や学校公演を鑑賞した児

童・生徒へのアンケート実施等を通じて、事業の更なる普及に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（注）中学校公演は、全ての県内中学生を対象に「わくわくオーケストラ教室」等を 

実施していることから、県民芸術劇場の対象外としている。 

 

②  県民会館ロビーコンサート（アーティストサロン事業） 

  兵庫県民会館のロビーを活用した新進・若手アーティスト等のコンサートを開催し、

活動発表の場を提供した。 

公 演 名 開催年月日 入場者（人） 

宮本真祐子ピアノコンサート ５．４．８ ９８  

奥川幸一バリトンコンサート ５．５．１３ ７４  

矢野百華ピアノコンサート ５．６．１０ １０６  

東口雪菜ピアノコンサート ５．７．８ ８１  

首藤主来ヴァイオリンコンサート ５．８．１９ ８０  

県立西宮高等学校音楽科４０期生によるア

ンサンブルコンサート 
５．９．９ ８３  

吉見真帆ソプラノコンサート ５．１０．１４ ７６  

西林彩菜オーボエコンサート ５．１１．１１ ９７  

片山響ピアノコンサート ５．１２．９ ７１  

河合珠江ピアノコンサート ６．１．１３ ８７  

田平莉子フルートコンサート ６．２．１０ ７６  

神戸山手女子高等学校音楽科センプリーチェ・

コンサート 
６．３．９ ８１  

合 計  １２公演 １，０１０  
 

 

 

 

種  別 ５年度 協会支出額（千円） 

 公演ジャンル 公 演 数 入 場 者 数 ５ 年 度 ４ 年 度 

一般公演 １３ ４，１５２ 

７,９７６ ４,１３３ 

 

演  劇 ２ ５０２ 
伝統芸能 １ ２６２ 
音   楽 １０ ３，３８８ 

高等学校公演 ２０ １３，５８６ 

９,０４４ ４,５７９ 

 

ミュージカル １ ７８７ 

演  劇 ９ ５，４６４ 

伝統芸能 ４ ３，４２９ 

音   楽 ６ ３，９０６ 

小学校公演 ４０ １６，８３１ 

８,２００ ８,３７５ 

 

演   劇 ６ １，７５９ 

伝統芸能 ３ ９７３ 

音   楽 ３１ １４，０９９ 

合 計 ７３ ３４，５６９ ２５，２２０ １７，０８７ 



 

③ 県内芸術家ロビーコンサート（アーティストサロン事業） 

  県内の新進・若手アーティストの活動の場の拡大を目指し、会場を県民会館から県内

の芸術文化施設等に広げて実施した。 

公演名・会場名 開催年月日 出演者 入場者（人）

こうこはくロビーコンサー

ト 夏空とそよ風のしらべ 

【県立考古博物館】 

５．７．１５ 
坂茉莉江（ヴァイオリン） 

河野佐千栄（ピアノ） 
１００ 

アクリエひめじ楽市楽座～

姫路城下の歴史と文化～ 

新福かな～筝のしらべ～ 

５．９．９ 新福かな（筝） １２０ 

大屋市民センター  

ロビーコンサート 
５．９．２４ 

田中利奈(フルート) 

中嶋 緑(ピアノ) 
６８ 

小原彩乃（ハープ）ミニコン

サート【世良美術館】 
５．１０．２８ 小原彩乃（ハープ） ５７ 

上原かなえ＆榎屋里穂  

フルートとピアノのコンサート 

【西宮市山口ホール】 

５．１１．１ 
上原かなえ（フルート） 

榎屋里穂（ピアノ） 
６３ 

内藤雪子ピアノコンサート 

【藤野美術館】 
５．１１．１９ 内藤雪子（ピアノ） ２５ 

新春ロビーコンサート 

【明石市立文化博物館】 
６．１．６ 

西川かをり（筝） 

國見政之輔（尺八） 
７５ 

土井美佳ヴァイオリンリサ

イタル【西脇市茜が丘複合

施設みらいえ】 

６．１．７ 
土井美佳（ヴァイオリン） 

内藤雪子(ピアノ) 
１３０ 

合 計  ８公演 ６３８ 

 

④ 新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ（アーティストサロン事業） 

  兵庫県民会館けんみんホールを利用し、「新進芸術家育成プロジェクト・リサイタル

シリーズ」を開催した。 

あわせて兵庫県いけばな協会の協力により舞台にいけばなを添えて鑑賞者に対して芸

術文化に親しむ環境の充実を図った。 

事業実施にあたっては、出演者にリサイタルの企画から実施までのマネジメントを自

ら経験させ、今後演奏家としての実務に役立てられるよう支援を行った。 

公 演 名 開催年月日 いけばな 入場者（人） 

江戸聖一郎フルートリサイタル ５．５．２６ 矢野翠里（真生流） ９７ 

小原彩乃ハープリサイタル ５．６．１６ 西村翠雲（佳生流） ９６ 

泉麻衣子ピアノリサイタル ５．７．６ 内藤貴風（光風流） １１５ 

河本祥太朗チェンバロリサイタル ５．９．１５ 
佐伯一甫（未生流

（庵家）） 
１４６ 

大倉卓也ピアノリサイタル ５．１１．１０ 冨士聡子（華精流） １１８ 

鳥居大輔ピアノリサイタル ５．１２．１ 
河野順甫（未生流中

山文甫会） 
１３６ 

寺本純子クラリネットリサイタル ６．１．１９ 成瀬香泉（知香流） ７５ 

合 計  ７公演 ７８３ 



 

（４）講座・体験等事業 
① 兵庫県生活文化大学 

日々の暮らしに夢と潤いのある生活文化を創り育てるため、県立美術館、歴史博物館、

考古博物館等に講師を依頼するなど、県や芸術文化団体と連携しながら最新の研究成果

が学べる講座として、兵庫県生活文化大学を開催した。 

【通年講座】 

講 座 名 開催地 会 場 期間(回数) 
通年受講 

申 込 者 

（実人) 

年間受講者 

（人） 

神
戸
校 

文化財 
(県立美術館「芸術の館友の会」) 

神戸市 

ほか 

兵庫県民会館

ほか 

4～2 月 （１０） 39 394 

考古学 
(県立考古博物館) 

4～2 月 （１０） 44 457 

西洋美術 
(県立美術館「芸術の館友の会」)  

4～2 月 （１０） 52 523 

日本美術 
(県立美術館「芸術の館友の会」) 

4～2 月 （１０） 50 470 

ふるさとの歴史 
(ひょうご歴史研究室) 

4～2 月 （１０） 52 504 

音楽鑑賞 
(兵庫県音楽活動推進会議) 

5～3 月 （１０） 56 696 

明
石
校 

ふるさとの歴史 
(県立歴史博物館) 

明石市 
明石市生涯学

習センター 
4～2 月 （１０） 47 471 

姫
路
校 

ふるさとの歴史 
(県立歴史博物館) 

姫路市 
兵庫県立歴史

博物館ほか 
4～2 月 （１０） 41 429 

合 計  ８講座 ８０回 381 3,944 

 ※講座名欄の( )は共催団体等   

【短期講座】 

講 座 名 開催地 会 場 期間(回数) 
受講者

(人) 

展覧会特別鑑賞講座   

「出会いと、旅と、人生と。

ある画家の肖像 日本近代洋

画の巨匠 金山平三と同時代

の画家たち」 

神戸市 
兵庫県立美術館「芸術

の館」 
６月（１） ２０ 

伝統芸能講座  

能楽の世界「船弁慶」 
西宮市 

夙川能舞台「瓦照苑」 

兵庫県立芸術文化セン

ター 

９月（２） ４２ 

湊川隧道特別見学会 神戸市 湊川隧道 10 月（１） ４６ 

展覧会特別鑑賞講座  

「生誕 120 年 安井仲治―僕

の大切な写真」 

神戸市 
兵庫県立美術館「芸術

の館」 
12 月（１） １７ 

展覧会特別鑑賞講座   

「スーラージュと森田子龍」 
神戸市 

兵庫県立美術館「芸術

の館」 
３月（１） １８ 

合 計  ５講座 ６回 １４３ 

 

② 風土と文化の歴史学 

 田辺眞人園田学園女子大学名誉教授を講師に迎えて開催。講座名称を「地域と文化の

兵庫学」からリニューアルし、われわれを取り巻く自然環境「風土」と、それが生み出

した「文化」について、「川」をテーマとして考察した。 

【開催日】 令和５年８月３日、９月１４日、１０月５日（３回） 



 

【会 場】 兵庫県民会館 けんみんホール 

【講 師】 田辺 眞人氏（園田学園女子大学名誉教授） 

【受講者数】６５２人 

 

③ 伝統文化ふれあい広場 

    伝統文化の新たな担い手を発掘するため、県域文化団体等の協力を得て、幅広い層の

県民が様々な伝統文化を一堂に体験する機会を提供した。 

【開催日】 令和６年３月９日～１０日 

【会 場】 兵庫県公館 

【内 容】 体験講座、舞台での実演、展示 

【参加者数】１，１９２人 

 

④ 伝統文化体験教室 

関係文化団体等との共催で、体験教室を開催することにより、県民が伝統文化に触れ

る機会を提供した。 

【時 期】 令和５年５月～９月 

【回 数】 ４回 

【会 場】 兵庫県民会館・兵庫県公館和風会議室 

【参加団体】兵庫県いけばな協会ほか５団体 

 

⑤ 友の会会員事業の推進 

    芸術文化に関する学習や交流事業を通じて、生きがいづくりと相互の交流を図るため、

友の会会員を対象とした事業を推進した。 

                        個人会員 ファミリー会員 団体会員 

友の会会費 １口 ３，０００円 １口 ５，０００円 １口 １０，０００円 

会 員 数 ５９０人 ８０人（４０組） ４６団体 

【特  典】・文化情報紙「すずかけ」の送付（毎月） 

・研修事業への参加・生活文化大学等の受講料等の割引 

・指定美術館・博物館等の入館料割引 

・提携ホールのチケット料金やホテルの利用料金等の優待 

（ア）研修事業の実施 

  県内の人文・自然資源、文化史跡等を訪ね、先人が育んできた歴史・芸術文化にふ

れ、そのすばらしさを学んだ。 

【ふるさとウォーク】 

事 業 名 開催年月日 場 所 参加者(人) 

谷口義子先生と歩く 旧枝川筋か

ら甲子園開発をたどる 
５．１１．１６ 西宮市  １７ 

        合 計  １事業（１回）    １７ 
 

（イ）文化情報紙「すずかけ」の送付 

友の会会員に対して毎月、文化情報紙「すずかけ」を送付し、情報を提供した。 

 

 

教 室 （回数） 共 催 団 体 参加者(人) 

お箏のススメ（１） 兵庫県箏絃連盟 １０ 

能楽のススメ（１） 公益社団法人能楽協会神戸支部 １４ 

日舞のススメ（１） 兵庫県舞踊文化協会 １２ 

須磨琴のススメ（１） 一絃須磨琴保存会 １２ 

合 計  ４分野（４回） ４８ 



 

２ 芸術文化団体等との連携事業 

（１）兵庫県地域文化団体協議会への支援 
地域文化の向上と振興に貢献することを目的とする兵庫県地域文化団体協議会の   

事務局を担当し、県内７地域で活動する地域文化団体との連携を深めた。 

【兵庫県地域文化団体協議会構成団体】 

・阪神南文化振興団体連絡協議会 

・阪神北文化振興団体連絡協議会 

・東播磨文化団体連合会 

・西播磨文化協会連絡協議会 

・但馬文化協会 

・丹波文化団体協議会 

・淡路文化団体連絡協議会 

・公益財団法人兵庫県芸術文化協会 

 

① 地域文化団体との共同事業 ＊ 
    兵庫県地域文化団体協議会が、各地域において地域の核となる文化団体協議会等と共

同で文化事業を実施した。 

文化団体名 事 業 名 開催年月日等 

阪神南文化振興

団体連絡協議会 
あまがさき芸術文化体験講座 

５．１０．２８ 

（会場：尼崎市総合文化センター

アルカイックホール・ミニ） 

阪神北文化振興

団体連絡協議会 

阪神北地域活動団体出演・出展

支援事業 

５．１１．１２ 

（会場：宝塚市立西公民館） 

東播磨文化団体

連合会 

文芸誌「東はりま文化子午線第

47 号」の発行 
６年３月発行 

西播磨文化協会

連絡協議会 
西播磨地域ふれあい文化交流会 

５．１０．１８ 

（会場：太子町立文化会館あすか

ホール） 

但馬文化協会 
「－短詩型文学－たじま作品集

第 48 集」の発行 
６年３月発行 

丹波文化団体協

議会 

令和５年度丹波地域文化フェス

ティバル 

５．８．６ 

（会場：丹波の森公苑） 

淡路文化団体連

絡協議会 

淡路文化の祭りとふるさと文化

の交流 
第 42 回全淡短歌祭 
第 47 回淡路島俳句大会 
第 45 回淡路文学作品展 
 

 
 
５．９．３０ 
５．１１．１２ 
５．１１．２９～１２．７ 
（会場：洲本市立淡路文化史料館ほ
か） 

 

② 地域文化を考えるシンポジウム 

地域文化の活性化を図るため、淡路地域に県内市町文化協会・団体の会員が一堂に会

し、地域における文化振興の現状や課題、地域の特色を生かした事業の推進方策等につ

いて情報交換や協議を行った。 

【開催日】 令和５年１１月１６日 

【会 場】 赤穂市文化会館 赤穂化成ハーモニーホール 

【主 催】 西播磨文化協会連絡協議会、兵庫県地域文化団体協議会、公益財団法人兵

庫県芸術文化協会 

【テーマ】 地域文化の再発見と新たな創造 

 



 

【内 容】 第１部は映像と語りで西播磨地域の伝統文化を紹介。第２部は伝統文化の

継承と地域文化をテーマに、即答フリップ方式のパネルディスカッショ

ンを実施。第３部は地域のコーラス団体と播州段文音頭保存会が実演を

披露 

【参加者】 県内各地文化関係者２８０人 

 

（２）ふれあい文化の祭典－県民文化普及事業 ＊ 

県内全域に文化のすそ野を拡大していくため、県域又は地域の芸術文化団体、開催市

町とともに実行委員会を立ち上げ、広報宣伝・観客誘致等を行った。 

事    業    名 開催年月日 会 場 参加者（人） 

丹波地域文化フェスティバル ５．８．６ 丹波市 ３３６ 

西播磨文化フェスティバル 

第 43 回西播磨ふるさと写真展 
５．９．２～８ たつの市 ４６５ 

ひょうご邦楽の祭典 ５．９．３ 西宮市 ３８７ 

兵庫県いけばな展（地域展） ５．９．９～10 姫路市 ６，３０６ 

アンサンブル・フェスティバル兵庫 ５．９．10 西宮市 ３８５ 

ひょうごブラスフェスティバル ５．９．17 川西市 １，５８０ 

ひょうご日本民謡フェスティバル ５．９．17 神戸市 ６５２ 

兵庫県交響楽祭 ５．９．18 西宮市 ８４０ 

ひょうご名流舞踊の会 ５．10．１ 神戸市 ８８３ 

詩のフェスタひょうご ５．10．１ 神戸市 １０４ 

ひょうご吟剣詩舞道祭 ５．10．15 西宮市 ６００ 

ひょうご大茶会 ５．10．29 神戸市 ５２３ 

音楽とダンスの祭典 in Hyogo ５．11．５ 神戸市 ８３４ 

ひょうご洋舞フェスティバル ５．11．５ 西宮市 １，６２６ 

兵庫短歌祭 ５．11．11 神戸市 ３６６ 

兵庫県いけばな協会展 ５．11．16～21 神戸市 １０，８８６ 

全国手工芸コンクール in ひょうご ５．11．24～26 神戸市 １，０５５ 

和太鼓フェスティバル in 兵庫 ５．11．26 小野市 ５９４ 

西播磨文化フェスティバル 

ふるさとの心をうたう西播磨音楽祭 
５．12．３ 姫路市 ３２３ 

兵庫ふれあい美術展 ５．12．22～24 神戸市 １，４６２ 

ひょうご演劇祭 ６．２．４ 豊岡市 ２７０ 

ひょうご民俗芸能祭 ６．２．25 太子町 ６４０ 

東播磨文化フェスティバル ６．３．９ 加東市 ３９４ 

合 計   ３１，５１１ 

 

（注）＊印（２事業）は、「正味財産増減計算書内訳表」において「収益事業等会計」中

の「その他の事業（芸術文化団体との連携事業）」に分類する事業 

 

 

 

 



 

（３）市町ホール活用支援事業 
市町ホールの活性化、県内公立文化施設間の連携強化を図るため、２市町のホールが

音楽や演劇等の大型自主公演を共同で企画する事業を支援した。 
   

（単位：千円） 

公  演  名 開催年月日 会  場 参加者（人） 助成額 

こどもオペラ「魔法使いの弟子」
５．９．９ 加古川ウェルネスパーク １９６ 

７０１ 
５．９．10 淡路市立しづかホール １８０ 

桂吉弥 独演会 
５．８．27 山崎文化会館 ２９６ 

５６３ 
５．９．22 加東市地域交流センター ２５９ 

神戸新開地・喜楽館 

福崎／赤穂名人寄席 

５．９．10 赤穂市文化会館 ４４１ 
７９１ 

５．９．17 福崎町エルデホール ３５１ 

ホールで！ おんベビ !! 
５．11．28 西脇市立音楽ホール ６６ 

２６４ 
５．11．30 西宮市フレンテホール １０６ 

大阪桐蔭高等学校吹奏楽部 

演奏会 

５．12．９ 太子町立文化会館 １，３９９ 
６７６ 

６．１．14 市川町立文化センター １，０７２ 

合 計     ４，３６６ ２，９９５ 

 

（４）舞台芸術鑑賞機会創出事業 
新型コロナウイルス感染症により減少した子どもの舞台鑑賞機会や県内アーティスト

の活動機会を提供するため、県内文化施設等において実施される音楽・演劇等で、一定の

座席数を児童・生徒・学生（小、中、高校、大学生等）向けの無料席とする公演の経費を

支援した。 

【助成件数】 ３２件 

【助成内容】 演劇、マリンバコンサート、県内落語家による名人寄席 等 

【助成金額】 １３，６０３千円（助成率１／２・上限 500 千円） 

【鑑賞者数】 ９，５２８人 

【うち学生等（無料）】 １，７６５人 

 

（５）芸術文化団体等の事業への支援 
芸術文化団体等が主催する文化振興事業に対し、後援、協賛するとともに、優秀作品

に「兵庫県芸術文化協会賞」を贈った。 
【後援事業件数】  ２３１件 

【協会賞交付件数】  ７０件 

 

（６）兵庫県文化賞受賞者懇話会への支援 
兵庫県文化賞受賞者で構成される兵庫県文化賞受賞者の事務局運営等を支援し、芸術

文化の振興を図った。 

 

 

 

 



 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業 

（１）芸術文化関係者の交流・連携の促進 
   様々な分野の芸術文化関係者がアーティストサロンに集い、出会い、語らいの場として

利用され、交流の拠点としてサロン機能を発揮した。 

【来場者数】 ３，６０７人 

 

（２）相談・助言・斡旋事業の実施 
     芸術文化情報の収集・発信を通して蓄積した人材情報等に基づき、初心者から若手、中

堅を問わず芸術文化活動に関する企画・ＰＲ方法等、様々な相談に応じた。 
【相談件数】 ３７０件 

【さわやかステージ斡旋件数】 ８件 

 

（３）若手アーティストの育成・支援 
① 新進美術家作品展（再掲） 

② 県民会館ロビーコンサート（再掲） 

③ 県内芸術家ロビーコンサート（再掲） 

④ 新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ（再掲） 

 

４ 情報の提供 

（１）文化情報紙「すずかけ」の発行 
生活文化大学をはじめとする当協会主催事業や芸術文化団体主催事業など、芸術文化に

関する情報を発信した。 

【仕  様】 タブロイド版、４ページ、外面４色刷り 

【発  行】 毎月１回  各５，０００部 

【内  容】 ・生活文化大学やリサイタル等の主催事業、県内の芸術文化事業 

 ・芸術文化センター事業、ピッコロシアター事業 

 ・友の会（おすすめスポット）たずね歩き 

友の会の特典提携をしている文化施設とその周辺施設を紹介 

・各種文化情報 

 

（２）文化情報の提供 
兵庫県民会館に、文化情報紙、県内施設等の催し物案内チラシ等を配架し、多彩な文

化情報を提供した。 
 

（３）ホームページの運営（https://hyogo-arts.or.jp） 
協会概要や本部事業、各施設の公演、展覧会事業等を幅広く紹介した。 
【内  容】・協会概要 

・事業案内（協会主催事業等） 

・管理施設へのリンク 

【アクセス数】７８，４５２件（令和５年４月～令和６年３月） 

 

（４）その他多面的な広報活動 
① ＳＮＳの運営 

兵庫県に関係の深い新進・若手アーティスト等の発表の場の創出と鑑賞機会の提供を

目的として、YouTube チャンネルにおいて、アーティストの動画作品 118 本及び県民芸

術劇場登録団体ＰＲ動画 91 本を配信した。X(旧 Twitter)、Facebook、Instagram を活

用して、兵庫県生活文化大学等の各種講座や展覧会、コンサート等のイベント情報等を

発信した。 

・YouTube チャンネル登録者数  ３，５２０人（R６.３.３１時点） 

https://hyogo-arts.or.jp


 

・X（旧 Twitter）フォロワー数    ５５６人（R6.3.31 時点） 

・Facebook フォロワー数        ３５０人（  〃    ） 

・Instagram フォロワー数        ７５１人（  〃   ） 

② マスメディア等による情報提供 

・テレビ、ラジオ、新聞等への記者発表、資料配付など 

③ 県内文化施設等多様なチャンネルを活用した情報提供 

県立美術館、県立歴史博物館、県立考古博物館等事業を共催している施設と連携して

ＰＲしたほか、県内の文化施設や図書館、各教育機関を通じて情報発信を行った。 



 

 

 

 

〔県立美術館王子分館の管理・運営（概要）〕 

１ 原田の森ギャラリーの管理・運営 

（１）貸しギャラリーの適正な運営 

地域のプロ・アマチュア芸術家、芸術文化団体の作品発表の場として、また、県民がさ
まざまな芸術文化に触れ、交流する場となるよう、ギャラリー運営会議の助言を得なが

ら、ギャラリーの適正で、効率的な運営に努めた。 

【来館者数】１３１，９０９人  【展示室の利用率】 ９１．５％ 
 
（２）ギャラリーの利便性向上 

予約システムを新たに導入し、空き情報の確認や利用申込等手続の効率化など利
便性の向上を図った。また、安全安心な利用環境を維持するため、玄関前の外構や駐
車場の補修、エレベーター部品の交換など必要な修繕を行った。 

 

２ 横尾忠則現代美術館の管理・運営 

（１）横尾作品を中心とした展覧会 

横尾忠則氏の小説の世界を視覚的に表現した「横尾忠則 原郷の森」など３つの展覧

会のほか、「横尾忠則コレクションギャラリー」では、同氏所蔵の作品を展示した。  
【来館者数】５８,７１８人 【展覧会の入場者数】３３，６８９人 

 
① 横尾忠則 原郷の森 
（同時開催：YOKOO TADANORI COLLECTION GALLERY 2023 Part１） 

期  間：令和５年５月 27 日(土)～８月 27 日(日)（80 日）  
入場者数：10,346 人 
  

② Yokoo in Wonderland ―横尾忠則の不思議の国― 
  期  間：令和５年９月 16 日(土)～５年 12 月 24 日(日)（86 日）  
  入場者数：10,069 人  
  
③ 横尾忠則 ワーイ！★Y 字路 
（同時開催：YOKOO TADANORI COLLECTION GALLERY 2023 Part２） 

  期  間：令和６年１月 27 日（土）～５月６日（月）（86 日）  
    入場者数：6,421 人（令和６年３月末時点） ※全期間 11,297 人 

 
（２）アーカイブ資料の整理・公開 

横尾氏から受け入れているデザイン原稿、書籍等の整理を進め、順次「アーカイブ資
料リスト」として公開した。（整理済 5,143 点、ウェブ公開リスト 3,993 点） 

 
（３）ひょうごプレミアム芸術デーの実施 

県民が気軽に芸術文化に触れる機会を提供する「ひょうごプレミアム芸術デー」を実
施した。 

期  間 ７月 11 日～17 日（無料開放７日間、入場者 2,453 人） 
主な内容 自由に話せる観覧日（７月 15 日） 

灰野敬二 蓮沼執太 サウンドパフォーマンス（７月 16 日） 
 
（４）美術館の魅力や情報の発信 

来館者数の増加に向け各種のイベントの開催のほか、横尾作品の魅力や展覧会情報等

を様々なツールを活用して発信した。  
  〈主な取組〉 

・オープンスタジオコンサート （３回、参加者 380 人） 
・キュレーターズ・トークと同動画の YouTube 配信（参加・視聴 19,645 人・回） 
・ＳＮＳ広告（Facebook,Instagram）による発信（ホームページ誘導 8,059 回） 
・アート系インスタグラマーと連携した情報発信 
 



 

 

 

 

〔県立美術館王子分館の管理・運営（評価）〕 

 

１ 原田の森ギャラリーの管理・運営 
 
（１）施設の利用状況 

令和５年度のギャラリーの利用率、来館者数はともに前年度を上回り、コロナ前の水準

までほぼ回復した。また、施設利用料収入は、平成 14年のオープン以来、過去２番目の売

上高となった。（来館者数：平成 30 年度：151 千人、令和元年度：149 千人、令和２年度：

54 千人、令和３年度：101 千人、令和４年度：132 千人、令和５年度：132 千人） 

 

（２）利用者からの評価 
展示室利用者を対象としたアンケート調査において、「利用の申込方法」と「職員の応

対」に関する質問では、全ての回答が「非常に満足」又は「満足」と評価された。利用者

からは「広く、明るく、落ち着いた雰囲気」「スタッフの対応が大変良かった」との声が多

かった。 

 

２ 横尾忠則現代美術館の管理・運営 

（１）横尾作品を中心とした展覧会 

令和５年度に開催した全ての展覧会で入場者数が１万人を超えた。また、入館者数は、

開館10周年記念展が好調であった前年度に次いで過去３番目となった（開館翌年の平成25

年度：過去最多49千人、令和４年度：35千人、令和５年度：34千人）。 

入場者アンケートでは、展覧会について「満足」、「どちらかというと満足」の回答が

97.9%、「また来たい」、「どちらかというと来たい」が97.4%となるなど高い評価を得てい

る。また、来館回数３回以上の固定ファンが半数を占める一方、初めての来館が約３分

の１を占めることから、継続的に取り組んできた魅力発信等の成果として当館の新たな

ファン層の獲得も一定図られている。 

 

（２）アーカイブ資料等の活用 

アーカイブ資料は、当館での展示はもとより、外部の美術館関係者や研究者等の依頼

に応じて閲覧に供した。 

また、当館が貸し出した資料（原画やラフスケッチなど）を活用し、ギンザ・グラフィ

ック・ギャラリーで開催された「横尾忠則 銀座番外地」（令和５年５～６月）は、作品が

完成する前段階の「デザイン表現のプロセス展示」として話題となった。 

 

（３）ひょうごプレミアム芸術デーの実施 

展覧会の無料開放期間には、通常の約３倍の入場者があり、横尾作品の魅力に触れて

いただく機会となった。また、灰野敬二氏と蓮沼執太氏によるライブには多くの反響が

あり、横尾忠則現代美術館の活動を全国へ発信することができた。 

 

（４）美術館の魅力や情報の発信 

     従来からのポスター等の広報やイベントに加え、新型コロナを契機に始めた「キュレ

ーターズ・トーク」のYouTube発信やＳＮＳ広告により、美術館及び展覧会の魅力をより

広く発信できたことが、展覧会の入場者数の増加に一定の効果があったと考えられる。 

   今後は、2025大阪・関西万博を見据え、国内はもとよりインバウンドの来館者も獲得す

るため、ＳＮＳ等の活用や他館との連携によるによる効率的、広範囲な情報発信に取り組

む。 

 



 

 

 

 

〔県立美術館王子分館の管理・運営（詳細）〕 
    

兵庫県立美術館王子分館の指定管理者として、横尾忠則現代美術館において展覧会やコン

サートなど各種催しを開催し、芸術文化に関する情報発信や情報収集を行った。また、原田

の森ギャラリーでは、地域のプロ・アマチュア芸術家の発表の場としての役割を果たすよう

管理・運営に努めた。  

【所在地】 神戸市灘区原田通３丁目８番３０号 
【施  設】 〈原田の森ギャラリー〉 本館（１・２階展示室）、東館（１・２階展示室）、 
                 会議室等（５室） 

〈横尾忠則現代美術館〉 アーカイブルーム、展示室（２・３階）、 
                   コレクションギャラリー、休憩･交流スペース 

オープンスタジオ、ミュージアムショップ、 
インフォメーション 

             〈喫茶棟〉 
〈附属駐車場〉 ３１台 

 

１  原田の森ギャラリーの管理・運営 

（１）貸しギャラリー等の実施 

公立美術館としては全国最大規模となる貸しギャラリーや実技教室を活用した洋画・日

本画・書道・彫塑等の作品発表、並びに絵画教室等が開催されたとともに、造形芸術の活

動・交流・情報発信拠点づくり及び創作活動の発表の場づくりに努めた。 
 

  【来館者数】 １３１，９０９人 

【利用状況】                                  ＊（  ）内 対前年比 

施設名 室数等 開館日数 利用日数 利用率等 

展示室 ４室 1,220 日  1,116 日（102.0%）   91.5％（102.3%） 

会議室等 ５室 1,525 日 968 日（97.5%） 63.5％ （97.7%） 

駐車場 31 台 306 日 305 日（99.7%） 15,460 台（96.4%） 
 

【利用料収入状況】                      ＊（  ）内 対前年比       

区  分 金  額 区  分 金  額 

展示室 22,195,400 円（94.9%） 附属設備       435,920 円（87.0%） 

会議室等 5,864,410 円（98.9%） 駐車場     8,212,800 円（98.8%） 

収蔵庫 6,087,900 円（97.8%） 利便施設  520,939 円（100.0%） 

  合  計   43,317,369 円（96.5％） 
 

（２）ギャラリー運営会議の実施 

広く公平・適正な利用を推進するとともに、効率的・計画的なギャラリー運営の円滑化を

図るため、絵画、美術・工芸、書等の専門家で構成されるギャラリー運営会議を開催し、貸

出計画案の承認を得た。令和５年度については、令和６年４月から令和８年３月までの利用

調整のため、３回の運営会議を開催した。 

 第１回運営会議 令和５年５月 19 日／第２回運営会議 令和５年９月８日 

 第３回運営会議 令和６年２月９日 
 

（３）情報の提供・広報 

① ホームページの運営（https://hyogo-arts.or.jp/harada） 

    【内  容】施設概要、利用案内、空室情報、展覧会案内 等 

② 催し物案内の配布 

 

https://hyogo-arts.or.jp/harada


 

 

 

２ 横尾忠則現代美術館の管理・運営 

令和５年度は、横尾忠則氏の作品等が鑑賞できる展覧会を３本開催したほか、美術館４階に

整備した「横尾忠則コレクションギャラリー」において、横尾氏が収集し、影響を受けた世界

の著名作家の作品を展示した。 
 

【来館者数】５８，７１８人 【展覧会の入場者数】３３，６８９人 

 

（１）横尾作品を中心とした展覧会の開催 

展  覧  会  名 横尾忠則 原郷の森 

開 催 期 間 （ 日 数 ） 令和５年５月 27日(土)～８月 27日(日)（80 日） 

入 場 者 数 （ 人 ） 10,346 人（うち有料入場者 5,595 人、有料入場率 54.1%） 

展 示 内 容 

2022年に出版された小説『原郷の森』（文芸春秋）で取りあげら

れた横尾の作品を、小説から抽出した文言とともに展示すること

で、言葉のみで表された世界にイメージを加え立体的に構築する

ことを試みた。横尾がつづる言葉と描く絵が織りなす森のような

展示室に分け入り、半世紀以上の歳月をかけて形作られた横尾芸

術を身体的に感じ取る機会とした。   【出品点数：約 160 点】 

同 時 開 催 

YOKOO TADANORI COLLECTION GALLERY 2023 Part1 

横尾が上梓した小説『原郷の森』に登場するフランシス・ピ

カビア、ジョルジョ・デ・キリコなど西洋近現代美術の巨匠

たちの作品を展示した。      【出品点数：14点】 

 

展 覧 会 名 Yokoo in Wonderland ―横尾忠則の不思議の国― 

開 催 期 間 （ 日 数 ） 令和５年９月16日(土)～５年12月24日(日)（86日） 

入 場 者 数 （ 人 ） 10,069人（うち有料入場者7,435人、有料入場率73.8%） 

展 示 内 容 

横尾作品のなかの「不思議」に焦点をあて、現実の延長にあるもう

ひとつの世界を、ルイス・キャロル作『不思議の国のアリス』及び

『鏡の国のアリス』になぞらえて紹介。第１章「不思議の国」では、

地底や海中、宇宙を舞台にした作品、第２章では「鏡の国」と題し

て、鏡を使用した作品やミラーイメージを用いた作品が、観る者を

異世界へと誘った。第３章「夢の国」では、横尾が見た夢をもとに

描いた《夢枕》全43点を一堂に展示した。 【出品点数：約150点】 

 

展  覧  会  名 横尾忠則 ワーイ！★Y字路 

開 催 期 間 （ 日 数 ） 令和６年１月 27日（土）～５月６日（月）（86日） 

入 場 者 数 （ 人 ） 
6,421 人（３月末時点の人数。うち有料入場者 4,995 人、有料

入場率 77.8%） 

展 示 内 容 

横尾忠則のライフワーク「Y字路」シリーズを紹介した。2015

年に当館で開催した 2006 年～2015 年の作品による「横尾忠則 

続・Y字路」を補完するもので、シリーズの原点である初期作品

（2000 年～2005 年）、および新近作（2016 年～）により、多彩

な「Y字路」シリーズの魅力に迫った。 【出品点数：約 70 点】 

同 時 開 催 

YOKOO TADANORI COLLECTION GALLERY 2023 Part2 

横尾忠則のコレクションの中から、「風景」に関連する作品を

特集した。                 【出品点数：13 点】 
 



 

 

 

（２）貴重なアーカイブ資料の整理と公開 

横尾氏から寄託されたイラストやポスター、デザイン原稿をはじめ、蔵書・関連記事の掲

載誌、レコード収集品などのアーカイブ資料について、順次、整理・公開した。 

また、資料整理をより円滑に行うため、博学連携として、県内の大学から博物館実習生や

インターン生を受け入れた。 
 

① 整 理 

（ア）整理済み資料 5,143 点（うちウェブサイト公開 3,993 点）＊個人情報を含む資料は除外 
 

  （イ）実習生等の受入れ 

      ・博物館実習生：甲南大学２名 

・インターン生：神戸芸術工科大学２名 
 

② 公開等 

（ア）整理済み資料については閲覧可能（無料、要予約、個人への貸出不可） 

・これまでの利用実績：100 件（美術館関係者、研究者、学生等) 

（イ）企画展等での展示 

 

（３）オープンスタジオを活用した多彩なイベントの実施  

 ① 企画展関連事業 

楽しく鑑賞できるよう見どころを学芸員が分かりやすく解説するキュレーターズ・トー

クを展覧会ごとに実施したほか、来館を促し集客につなげるため、その映像をホームペー

ジで公開した（YouTube 配信）。これらの動画は、１階オープンスタジオでも常時放映して

おり、作品鑑賞前後の来館者によく視聴され、好評である。 

また、現在はジャズピアニストとして活躍し、横尾氏と交流のある大江千里氏が「原郷

の森」の展示を背景にピアノ演奏を行い、その映像も配信している。 
 

〔横尾忠則 原郷の森〕                （令和６年３月末時点) 

事 業 名 開催・配信日 出演者・講師 参加者数 

キュレーターズ・トーク 
R5.6.17  
   7.15 
   8.12 

当館学芸員 114 人 

PR 動画 R5.6.14～ 同 上 視聴数 1,949 回 

ギャラリートーク動画 R5.6.22～ 同 上 視聴数 3,183 回 

横尾忠則×大江千里 
Senri Meets Tadanori  
- forest in soul - 

R5.9.25～ 大江 千里 視聴数 5,807 回 

                      計 
11,048 人・回 

(うちｵﾝﾗｲﾝ 10,939回） 
 

〔Yokoo in Wonderland －横尾忠則の不思議の国―〕   （令和６年３月末時点) 

事 業 名 開催・配信日 出演者・講師 参加者数 

ギャラリーツアー 
R5.10. 7 
   11.18 
   12.16 

当館学芸員  78 人 

PR 動画 R5.10.12～ 同 上 視聴数 1,548 回 

ギャラリートーク動画 R5.10.13～ 同 上 視聴数 3,583 回 

                      計 
5,209 人・回 

(うちｵﾝﾗｲﾝ 5,131回) 



 

 

 

〔横尾忠則 ワーイ！★Y 字路〕            （令和６年３月末時点） 

事 業 名 開催・配信日 出演者・講師 参加者数 

キュレーターズ・トーク 
R6.2.17 
   3.16 

当館学芸員  81 人 

PR 動画 R6.2.17～ 同 上 視聴数 2,055 回 

ギャラリートーク動画 R6.2.17～ 同 上 視聴数 1,252 回 

計 
3,388 人・回 

(うちｵﾝﾗｲﾝ 3,307 回) 
 
 ② オープンスタジオコンサート等（当館１階） 

地域のにぎわいづくりと、当館の新たなファン層の拡大をめざし、蓮沼執太氏らによる

「ひょうごプレミアム芸術デー」特別イベントをはじめ３つのコンサートを開催した。 
 

イベント名 開催日 出演者 参加者数 

灰野 敬二 蓮沼 執太 

サウンドパフォーマンス 
R5.7.16 

灰野 敬二 

蓮沼 執太 
130人 

１ DAY JAZZ ROAD レコードコンサート 
（1 DAY JAZZ ROAD実行委員会主催） 

R5.11.4 三浦 紘明 150人 

461 モンブラン 
～水仙月の幻想音楽会～ 

R6.2.12 
森 裕介 

山下 カナ 
100人 

                          計 380 人 
 

（４）作品・資料等の保存・修復活動  
収蔵作品及び資料を良好な状態で保存するため、劣化要因（温湿度、光、空気汚染物質、

有害生物など）を制御、排除することで、館内環境を良好に保つよう努めた。修復に際して

は、作品のオリジナル性を熟慮したうえで作品の現状維持修復を原則に必要最小限度の修復

処置を心がけるとともに、電気製品を用いた作品やその他ミクストメディア作品については、

各分野の専門家と協力し多角的な視点で修復に取り組んだ。 
 

（５）ひょうごプレミアム芸術デーの実施 
令和４年度から芸術文化を気軽に楽しめる機会として、県立芸術文化施設を無料開放す

る「ひょうごプレミアム芸術デー」が設定され、当館でも実施した。 

期 間：令和５年７月11日～17日（７日間） 

内 容：展覧会の無料開放（入場者数 2,453人） 

       自由に話せる観覧日（７月15日） 

  特別イベント 

   ・蓮沼 執太サウンドインスタレーション（R5.7.11～7.17） 

   ・灰野 敬二 蓮沼 執太 サウンドパフォーマンス（R5.7.16） 
 

（６）連携によるにぎわいづくり  

① 地域との連携 

（ア）地域住民・商店街等との連携 

     ・駅、商店街等へのポスターやチラシの配布 

     ・地元関係者の内覧会への招待 

     ・「ミュージアムロード美術館応援店MAP」取組への参画 

         ・神戸海星女子学院大学大学祭、灘チャレンジ実行委員会（神戸大学学生を中心に

運営）等への協賛 



 

 

 

（イ）美かえるカラフルマルシェの開催 

     ミュージアムロード沿いの阪神電鉄、シマブンコーポレーション、地元商店、県

立美術館と共催するアートを軸とした賑わいづくりイベント。（平成28年～） 

ワークショップやグルメ＆物販など家族で楽しめるイベント形式で開催され、当

館は、兵庫教育大学と連携し、産業活動から生じた余剰品を活用してお面を作るワ

ークショップを実施した。 

 

② 団体等との連携 

   日本自動車連盟（JAF）、コープこうべ等と団体割引提携を行い、会員等の来館促進

を図った。（令和５年度実績／JAF：808人、コープこうべ757人） 

    

  ③ 他館との連携 

（ア）周辺文化施設(神戸文学館、､王子動物園、BBプラザ美術館、県立美術館 等) 

        ・相互のポスター・チラシの掲示 

・県立美術館とは、半券提示での相互割引を実施     

 （イ）国内の美術館等 

・横尾氏関連の美術館として広報連携 豊島横尾館、西脇市岡之山美術館 

・せとうち美術館ネットワーク（関西～九州の86施設が参加）や「瀬戸芸美術館連

携」プロジェクト（兵庫、岡山、香川県内の８館で構成）への参画 

・KOBEミュージアムリンク（神戸市内の美術館・博物館・資料館21館で構成）への

参画 

・作品、アーカイブ資料等の貸出 

ギンザ・グラフィック・ギャラリー「横尾忠則 銀座番外地」展 

川崎市岡本太郎美術館ほか全国５会場「顕神の夢」展 

徳島県立文学書道館「寂聴 美のコレクション」展 

 

（７）情報の提供・広報 
『横尾芸術の一大拠点』、『様々な芸術に触れることのできる場』、『国内外の美術館等との

連携』、『参加・体験型のミュージアム』といった当館の魅力を、様々な媒体により、幅広い

層に伝えるとともに、ミュージアムロードをはじめとする地域との連携も図りながら、効果

的な広報活動を展開。 
 

① 展覧会毎の取組 

（ア）県庁記者クラブへの情報提供、記者説明会の開催 

（イ）横尾氏がデザインしたチラシ・ポスター等の配布 

（ウ）神戸街めぐり１day クーポンや神戸観光スマートパスポートでの販売（神戸観光局）

や、オンラインでのチケット販売（楽天チケット、ソノリゴ） 

（エ）交通広告（阪急、山陽）の実施 

（オ）三宮センター街へ展覧会 PR用大型懸垂幕を設置 

 （カ）展覧会関連事業を通じた話題づくり（動画配信など） 

（キ）SNS 広告の活用(Facebook／Instagram、ホームページ誘導 8,059 回）やアート系イ

ンフルエンサーとの連携による発信 
 

 ② 年間を通じた取組  

（ア）マスメディアの活用 

  ・テレビ・ラジオのニュース・特集番組、新聞・雑誌等 

（イ）県広報誌（県民だよりひょうご）、兵庫ジャーナル等 

（ウ）国際的な PR 

・英語字幕付きの YouTube 動画の制作・配信 

・神戸 PRアンバサダー(在住外国人）の展覧会招待及び参加者による SNS 発信 

（エ）インターネットによる情報発信（https://www.ytmoca.jp） 

https://www.ytmoca.jp


 

 

 

・館ホームページ、Ⅹ（旧ツイッター）、フェイスブック、インスタグラム 

・フォロワー数約 35 万人を持つ横尾氏のⅩ（旧ツイッター）との連携 

・当館公式ユーチューブチャンネルを開設（R２年８月～） 

ギャラリートーク（字幕：日・英）や当館学芸員が美術館の仕事の概要を語る「Y＋TMOCA

の舞台裏」（字幕：日・英・中・韓）を配信 

（オ）各種情報誌、フリーペーパー等への掲載 

（カ）横尾氏の連載 

・週刊新潮「曖昧礼賛ときどきドンマイ」 

・月刊神戸っ子「神戸で始まって神戸で終る」 
 

〔参考：掲載等の状況〕 

 新 聞 

横尾忠則 原郷の森  

 

特集記事（展評等）４回 

案内記事（開催情報等）42 回 

Yokoo in Wonderland  

- 横尾忠則の不思議の国- 

特集記事（展評等）１回 

案内記事（開催情報等）23 回 

横尾忠則 ワーイ！★Y 字路 
特集記事（展評等）３回 

案内記事（開催情報等）23 回  
 

３ その他、施設利用者の利便向上への取り組み（収益事業） 

・有料駐車場の運営（時間貸、収容台数 ３１台） 

・カフェスペースの貸出（横尾忠則現代美術館） 

・関連グッズショップのショップ設置・運営（横尾忠則現代美術館） 

・飲料自動販売機の設置（２台） 



〔兵庫県民会館の管理・運営（収益事業）〕 

当協会は、平成 18 年度から６期 18 年にわたり兵庫県民会館の指定管理者として管理運

営を担っており、広く県民にホール・会議室等の施設を提供するなか、運営経費のコスト

削減、経営の合理化に努め、芸術文化に親しむ環境の更なる充実を図った。 

当会館では、利用者の安全・安心を確保するため、新型コロナウイルス感染症対策を徹

底し万全の対応を図るとともに、ネット会議や配信事業での利用に向けた貸館部門の通信

環境（LAN、Wi-Fi）の整備・向上や、特別展示室の空き期間を活用した作品展示など、会

館の利用拡大や賑わいづくりのための取り組みを行った。 

また、兵庫県が実施する耐震診断（時刻歴応答解析）が円滑に実施されるよう、施設利

用者への周知や当該業務の調査に協力した。 

【所在地】 神戸市中央区下山手通４丁目１６番３号 

【施 設】 パルテホール（収容 144 人）、けんみんホール（客席数 360 席）、会議室(18

室)、集会室（3室）、宴会室（3室）、時間貸駐車場（36台）、月極車庫（44

台）、団体事務室（21団体）、営業店舗（2 業者）、アーティストサロン、兵庫

県民アートギャラリー（4 室） 
 

１ 利用状況等 
【来館者数】４４９，３１１人 

 
【利用状況】               （単位：日、％又は台、( )内対前年比） 

施設名 室数等 開館日数 利用日数 利用率 

パルテホール 1 室  356 265（115.7%） 74.4(115.3%) 

けんみんホール 1 室  356 246 （97.6%） 69.1 (97.3%) 

会議室 18 室  6，408 3，964（103.1%） 61.9(102.8%) 

集会室（和室） 3 室  1，068 593（118.4%） 55.5(118.1%) 

宴会室 3 室  1，068 682（101.8%） 63.9(101.6%) 

アートギャラリー 4 室  1，424 641（106.0%） 45.0(105.6%) 

時間貸駐車場 36 台  366 366（100.3%） 36,829 台(104.3%) 

月極車庫 44 台  １２ヵ月 １２ヵ月 497 台 (94.7%) 
 

【利用料収入状況】                      （単位：円、税込） 

施設名 金額 ( )内対前年比 施設名 金額 ( )内対前年比 

パルテホール 26,362,800 (122.7%) 事務室及び倉庫 30,242,645  (99.6%) 

けんみんホール 12,420,610  (91.1%) 利便施設 540,027 (100.0%) 

会議室 31,494,350 (105.2%) 月極車庫 17,892,000  (94.7%) 

集会室（和室） 2,056,100 (114.1%) 時間貸駐車場 30,947,300 (105.0%) 

宴会室 11,916,500 (103.1%) その他（附属設備） 162,690  (77.9%) 

アートギャラリー 13,362,850 (107.9%) 合   計 177,397,872 (104.2%) 

 

２ ギャラリー運営会議の開催 
公平・適正な利用を確保するとともに、効率的・計画的なギャラリー運営の円滑化を図る

ため、絵画、美術・工芸、書等の専門家で構成されるギャラリー運営会議（３回）を開催し、

貸出計画案の承認を得た。 

・第１回運営会議  令和５年５月１９日 

・第２回運営会議  令和５年９月８日 

・第３回運営会議  令和６年２月９日 

 

 

 
 



３ 施設利用者の利便向上への取り組み 

・有料駐車場の運営（時間貸：収容台数３６台、月極：収容台数４４台） 

・喫茶等のスペースを貸出 

・飲料自動販売機の設置（８台） 

・図書頒布販売、他主催入場券等の受託販売 
 

４ 耐震診断への協力 

・施設（貸館）利用者向け、対面・ホームページ・ＳＮＳ等による周知 

・入居団体向け説明会の開催、移転時期等の協議・調整 

・地質調査、コンクリートコア調査の実施協力 

  【耐震診断結果に伴う施設利用等】 

診断結果 令和６年度 令和７年度 令和８年度 

倒壊に至る 

可能性がある 

通 常 利 用 

R6.4～9 

 

貸館利用停止 

R6.10～ 

入居団体移転 

 ～R6.12 末 

 

全館全体利用停止 

（一時閉館） 

全館全体 

利用停止 

 (一時閉館） 
倒壊しにくい 

通  常  利  用 通常利用 

 

貸館利用停止 

R8.1～ 

入居団体移転 

～R7.12 末 倒壊しない 

 

〔兵庫県民会館の管理・運営（評価）〕 

１ 利用状況等 

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが変更され、施設利用に改善傾向が見

られるが、対面会議の減少等と相まって会議室等の利用は微増にとどまっている。 

（会議室利用率 H30:71.9%→R1:70.8%→R2:54.1%→R3:52.7%→R4:60.2％→R5:61.9%） 

また、利用の回復傾向に伴い、施設利用収入も対前年度比 4.2％の伸びを確保できたが、

耐震診断の実施・休館の可能性等の公表後、定期的利用者の流失等による減収があり、県よ

り還付金の減額措置を受け、収支均衡を図ることができた。 

（参考：利用料収入の対平成 30 年度比 93.8％） 

２ 施設・設備改修 

県民会館は築 55年以上が過ぎており、施設利用者に安全に安心して利用していただくた

め、施設・設備の改修やメンテナンスを適時適切に行なっている。また、県予算 2,794 千円

を確保して、中央監視盤室や保安室の空調設備更新や月極車庫の補修など、喫緊の施設設備

改修に努めている。 

 

【県民会館の指定管理】 

当協会は、指定管理者制度が始まった平成 18 年度から指定管理者として県民会館の運

営を安定的かつ効率的に行ってきており、毎年度実施している利用者アンケート（７月と

３月の２回実施）では、「職員・スタッフの対応」は 84.3%の人が満足、「利用料金の設定」

は 78.2％が適正と回答しており、管理・運営の各項目で、概ね良好な評価を得ている。 

一方、「施設設備の状態」や「施設の清潔さ」については、「満足」は 50%程度にとどま

っている。 


